 参加予定者位      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010年9月8日　
『保健医療社会学論考』模擬論文及び、査読結果報告論文の読み方について
                                                                      担当理事　樫田美雄
　2010年9月１8日の保健医療社会学会関西定例研究会の第2部では、架空の雑誌への投稿論文を元にした模擬査読とそれへのリプライの検討を通して、論文投稿の実際をバーチャルに体験して頂きます。
  ここでは、関連配布物を確認し、その活用の仕方に関して若干の注意を致しますので、どうぞよろしくお願いします。
【１】事前配布物
　　　3種の事前配布物があります。
①模擬査読論文（木下論文）
②査読者甲の模擬査読文
③査読者乙の模擬査読文
※木下論文は未定稿ですので、社会学の学術論文としての引用や批評はお控えください。
　社会学教育の文脈で、９月18日の会議に触れる場合には、言及して頂いても構いませんが、その際にも
　なるべく著作権者（木下衆氏）の許諾を請求するようにして下さい。
【２】当日配布物
      １種の当日配布物があります。
④リプライ案（模擬査読に対して、再投稿する論文にそえる文案のプランレベルのもの）
【３】９月18日の予定
     当日は、以下の予定で第2部＝前半＝を進めます。
　　１）論文本体は読んできて頂いていることを前提とし、
　　２）模擬査読文（甲の査読文と乙の査読文）については、その内容を確認し、
３）リプライ案について、木下氏に、執筆趣旨を解説してもらった上で、
４）リプライの適否等について、全体で議論します。
以上です。どうぞよろしくお願いします。なお、④は、当日会場に参加者必要分を持参しますが、①、②、③は原則として、持参しません。ご自宅あるいは研究室で印刷して、ご持参ください。
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